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こうなん町
夢とふれあい

　10月10日の体育の日に雨のため順延となった町民体育祭が運

動公園で開催されました。写真は、南・北小学校対抗の綱引き、

勝敗はいずれにしても最後まで全力を尽くした熱戦がくりひろ

げられました。

　　今月の特集・水田農業の確立をめざして
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水
田
農
業
確
立
対
策
の

　
　
　
　
　
　
基
本
的
な
考
え
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
来
の
目
標
が
よ
う
や
く
達
成
さ

水
田
農
業
の
現
状
　
れ
米
の
生
産
力
が
需
要
を
上
回
る

　
水
田
は
我
が
国
農
業
生
産
の
基

幹
的
な
生
産
基
盤
で
あ
り
、
高
い

生
産
力
を
有
し
て
い
る
と
と
も
に

連
作
障
害
を
回
避
す
る
上
で
も
有

効
で
す
。
ま
た
、
水
田
は
、
治
山

治
水
な
ど
の
国
土
保
全
の
上
か
ら

も
森
林
と
並
ん
で
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

　
我
が
国
農
業
は
、
二
千
年
来
、

こ
の
水
田
に
よ
る
稲
作
を
中
心
に

展
開
さ
れ
て
き
て
お
り
、
稲
作
経

営
の
安
定
と
米
自
給
の
確
保
が
、

日
本
民
俗
に
と
っ
て
最
大
の
課
題

で
し
た
。
し
か
し
、
今
日
の
水
田

農
業
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
次
の

よ
う
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
①
』
米
の
需
給

　
米
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
年

代
初
め
に
完
全
自
給
と
い
う
二
千

こ
と
カ
で
き
ま
し
た
力
　
今
度
は

逆
に
、
消
費
の
減
少
な
ど
に
よ
り

米
の
過
剰
が
問
題
と
さ
れ
る
に
い

た
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
米
の
消

費
拡
大
の
た
め
の
努
力
は
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
が
消
費
は
引
き
続
き

減
少
す
る
傾
向
に
あ
り
、
ま
た
、

稲
作
生
産
技
術
の
向
上
や
基
盤
整

備
の
進
展
な
ど
に
よ
り
潜
在
生
産

力
が
一
層
高
水
準
に
な
っ
て
い
く

と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
米
の
潜
在
的
な
需
給
ギ
ャ

ッ
プ
は
引
き
続
き
拡
大
す
る
傾
向

に
あ
り
、
今
後
は
従
来
以
上
の
米

の
需
給
調
整
が
必
要
で
す
。

　
2
1
髭
h
塗
鉢
前
告
『

　
稲
作
の
生
産
構
造
は
、
一
部
に

少
数
の
大
規
模
経
営
が
育
っ
て
い

ま
す
鮮
零
細
規
模
の
稲
作
経
営

が
多
数
を
占
め
て
お
り
、
効
率
的

な
稲
作
経
営
が
阻
ま
れ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
従
来
の
水
田
利
用
再

編
対
策
に
お
い
て
は
、
稲
か
ら
他

作
物
へ
の
転
作
に
力
点
が
置
か
れ

稲
作
自
体
の
生
産
性
向
上
な
ど
は

十
分
に
図
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
．
、

　
そ
の
結
果
、
今
後
は
稲
作
に
つ

い
て
、
構
造
改
善
に
よ
る
生
産
の

効
率
化
が
必
須
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
稲
作
の
ほ
か
、
水
田
を

活
用
し
た
麦
、
大
豆
な
ど
の
土
地

利
用
型
農
産
物
に
つ
い
て
も
、
一

部
に
機
械
化
大
規
模
集
団
な
ど
が

形
成
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
が
、
全

体
と
し
て
は
、
な
お
経
営
規
模
が

零
細
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
作
物
の
転
作
に
つ
い
て
は
、

十
五
年
以
上
に
及
ぶ
転
作
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
の
定
着
性
は
概
し
て

低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
B
内
外
価
格
差

　
こ
れ
ら
の
結
果
、
米
、
麦
、
大

豆
な
ど
の
土
地
利
用
型
農
産
物
に
つ
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い
て
は
、
内
外
価
格
差
が
大
き
な

も
の
と
な
っ
て
お
り
、
当
面
の
国

際
穀
物
需
給
の
緩
和
、
円
高
傾
向

な
ど
が
加
わ
っ
て
、
最
近
で
は
更

に
格
差
が
拡
大
し
て
い
ま
す
．

　
い
．
広
乍
だ
色
わ
く
詮
回

　
　
車
f
’
　
与
　
〆
）
革
牛
・
1
r

　
こ
れ
ま
で
の
転
作
政
策
に
お
い

て
は
、
需
給
調
整
は
政
府
の
問
題

で
あ
り
、
生
産
者
は
や
む
を
得
ず

転
作
を
行
う
と
い
う
傾
向
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
転
作
の
性
格
も
行

政
主
導
に
よ
る
「
上
か
ら
の
」
転

作
と
い
う
色
彩
が
濃
厚
で
あ
り
、

生
産
者
の
大
勢
は
こ
れ
に
協
力
し

て
き
た
も
の
の
、
本
来
あ
る
べ
き

姿
で
あ
る
「
需
要
に
応
じ
て
生
産

を
行
う
こ
と
は
生
産
者
自
ら
の
問

題
で
あ
る
」
と
受
け
止
め
て
「
主

体
的
に
取
り
組
む
」
と
い
う
姿
勢

が
希
薄
で
し
た
．

　
，
農
政
・
転
作
政
策
を
め
ぐ
る

　
他
方
、
最
近
内
外
か
ら
我
が
国

農
政
全
般
に
つ
い
て
厳
し
い
論
調

が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
特
に
転
作

政
策
に
つ
い
て
は
、
農
政
審
議
会

臨
時
行
政
調
査
会
、
臨
時
行
政
改

革
推
進
審
議
会
な
ど
か
ら
、
　
「
奨

励
金
依
存
か
ら
の
脱
却
」
の
必
要

性
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
9

水
田
農
業
確
立

　
　
　
対
策
の
趣
旨

　
水
田
農
業
確
立
対
策
は
、
以
上

の
よ
う
な
状
況
に
か
ん
が
み
、
昭

和
四
十
六
年
度
に
減
反
政
策
を
本

格
的
に
開
始
し
て
以
来
の
米
の
生

産
調
整
の
経
験
を
踏
ま
え
、
二
十

一
世
紀
の
我
が
国
農
業
を
展
望
し

た
対
策
と
し
て
発
足
し
た
も
の
で

す
。　
こ
の
対
策
は
、
昭
和
六
十
二
年

度
か
ら
平
成
四
年
度
ま
で
の
六
年

間
と
し
、

　
●
水
田
を
活
用
し
て
生
産
さ
れ

　
　
る
作
物
の
生
産
性
の
向
上

　
●
地
域
輪
作
農
法
の
確
立

　
●
需
要
の
動
向
に
応
じ
た
米
の

　
　
計
画
生
産

を
一
体
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
趣

旨
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
対
策
は
、
こ
の
よ
う
な
考

え
方
の
下
に
、
次
の
四
つ
の
点
に

重
点
を
置
い
た
内
容
の
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
①
水
田
に
お
け
る
稲
作
及
び
転

作
を
通
ず
る
生
産
性
の
向
上
、
地

域
輪
作
農
法
の
確
立
と
い
っ
た
水

田
農
業
の
体
質
強
化
を
中
心
に
据

え
て
い
る
こ
と
。

　
②
生
産
者
・
生
産
者
団
体
の
主

体
的
責
任
を
持
っ
た
取
組
み
を
基

礎
に
、
生
産
者
団
体
と
行
政
と
が

一
体
と
な
っ
て
対
策
を
推
進
す
る

こ
と
。

　
③
助
成
措
置
に
つ
い
て
は
、
従

来
の
米
か
ら
他
の
作
物
へ
の
転
換

を
重
視
し
た
奨
励
借
置
と
い
う
考

秀ρ構造政策を

重
視

し
た
水
田
農
業
の
体
質
強
化
を
図

る
も
の
と
し
て
い
る
こ
と
。

　
④
将
来
と
も
我
が
国
農
業
・
稲

作
生
産
を
担
う
地
域
、
担
い
手
層

に
お
い
て
米
生
産
の
大
宗
が
担
わ

れ
る
よ
う
配
慮
し
て
推
進
す
る
こ

と
。

町
で
の
水
田
農
業
確
立
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
の
取
り
組
み

1
作
付
栽
培
協
定
と
全
町
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

　
江
南
町
で
は
水
田
農
業
確
立
対

策
の
推
進
に
あ
た
り
、
全
集
落
に

お
い
て
合
理
的
な
地
域
輪
作
農
法

で
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
方
式
が
定
着
し
、
活
力
あ
る
集

落
営
農
の
発
展
を
図
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
方
式
は
、
江
南
町
か
ら

始
ま
り
現
在
で
は
、
全
国
的
な
広

が
り
を
見
せ
て
い
る
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
ま
で
は
、
麦
、
大
豆
を
基
本

と
し
た
ブ
ロ
ッ
タ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
方
式
で
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
は
収
益
性
の
高
い
野
菜
（
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
・
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

な
ど
）
を
含
め
た
水
稲
・
麦
・
大
豆

の
輪
作
体
系
に
誘
導
し
、
ブ
ロ
ッ

ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
を
単
な

る
土
地
利
用
の
仕
組
み
で
は
な
く

集
落
全
体
の
合
意
の
も
と
さ
ら
に

生
産
性
の
高
い
形
態
へ
も
っ
て
い

け
る
よ
う
行
政
及
び
農
業
者
が
一

体
と
な
り
英
知
を
結
集
し
水
田
農

業
の
確
立
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
ブ
ロ
ッ
タ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
方

式
と
は
、
地
域
の
水
田
農
業
を
確

立
す
る
た
め
に
、
地
域
内
を
い
く

つ
か
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
毎
年

転
作
ブ
ロ
ッ
ク
を
移
動
（
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
）
さ
せ
て
い
く
方
式
で

す
。
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、

　
①
農
家
間
の
平
等
で
計
画
的
な

転
作
が
実
施
で
き
る
。

　
②
転
作
団
地
が
順
次
水
田
に
戻

る
た
め
、
連
作
障
害
の
回
避
、
病

害
虫
の
減
少
、
雑
草
発
生
の
抑
制

な
ど
の
効
果
が
あ
る
。

　
③
水
利
に
よ
っ
て
転
作
ブ
ロ
ッ

タ
が
仕
切
ら
れ
る
の
で
、
転
作
作

物
の
選
択
が
広
が
る
と
と
も
に
、

湿
害
の
軽
減
等
か
ら
収
量
の
増
加

が
望
め
る
。

　
④
転
作
地
が
連
担
し
て
い
る
の

で
、
作
業
能
率
が
向
上
す
る
。

　
　
け
い
は
ん

　
⑤
畦
畔
を
取
り
除
け
ば
、
大
区

画
の
ほ
場
と
す
る
こ
と
も
可
能
で
、

作
業
効
率
を
飛
躍
的
に
高
め
る
こ

と
が
で
き
為
．
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土
地
墓
盤
整
備

　
　
　
　
　
　
の
状
況

　
基
盤
整
備
は
水
田
を
中
心
に
進

め
ら
れ
昭
和
四
十
二
年
県
営
山
王

用
水
土
地
改
良
事
業
を
手
初
め
に
、

団
体
営
、
構
造
改
善
事
業
、
県
費

単
独
土
地
改
良
事
業
等
で
施
行

さ
れ
水
田
で
は
九
十
七
％
の
整
備

が
完
了
し
て
い
る
。
残
り
の
水
田

は
谷
津
田
の
小
規
模
な
も
の
で
経

済
投
資
率
の
上
が
ら
な
い
水
田
で

あ
る
。
ま
た
畑
に
つ
い
て
は
、
整

備
率
が
八
十
八
％
で
水
田
に
比
べ

若
干
低
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
。

生
産
施
設
な
ど
の

　
　
　
　
整
備
状
況

食
生
活
に
占
め
る
米
の
地
位

ー
米
の
消
費
量
は
一
人
年
間
平
均
七
十
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
ー

　
米
は
、
我
が
国
の
長
い
歴
史
の

な
か
で
日
本
型
食
生
活
と
も
い
え

る
日
本
人
の
食
文
化
を
築
き
あ
げ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
所
得
水

準
の
向
上
と
と
も
に
畜
産
物
、
油

脂
類
な
ど
の
消
費
の
増
加
、
食
生

活
の
多
様
化
な
ど
に
伴
い
、
三
十

年
代
後
半
以
降
、
米
の
消
費
量
は

減
少
を
続
け
、
六
十
二
年
度
の
国

　
　
　
　
　
矧

　
　
　
　
　
σ

　
　
　
）
）
ん
）
〉
　
　
）

　
　
　
　
％
　
　
％
％
　
　
％
　
　
　
　
〉

　
　
ー
砺
9
ぷ
陰
隣
　
隠
　
　
％

　
　
　
　
ド
　
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ

　
　
年
他
類
そ
麦
類
　
物
　
　
（

）
　
　
　
6
3
の
糖
も
　
　
脂
　
　
産

」
（
そ
砂
い
小
油
畜
米

当日人民国　移推の量熱給 　
　
　
｝
｝
｝
ト
し
ー
｝
｝

た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
5

民
一
人
当
た
り
の
消
費
量
は
七
十

一
㎏
と
ピ
ー
タ
時
（
昭
和
三
十
七

年
度
）
の
約
六
割
ま
で
減
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
で
も
熱
量
べ
ー
ス
で

み
る
と
、
米
に
よ
る
供
給
熱
量
が

二
十
六
％
を
占
め
て
お
り
、
依
然

と
し
て
重
要
な
地
位
に
あ
り
ま
す
。

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
生
産
組
織
と

し
て
十
一
の
機
械
化
組
合
が
組
織
さ

れ
大
型
機
械
に
よ
る
機
械
化
一
貫

作
業
体
系
が
確
立
さ
れ
て
お
り
、

土
地
利
用
型
農
業
の
担
い
手
と
し

縫
難
雛
藷

　50　　　　　　55　　　　　60

◆米の需要見通し

62年度 12年度

総　需　要　量
　　　　（万トン）

1，065
950～1，010

（980～i、040）

1人当たり純食料

　　　　　（kg〉
71．9 59～62

資料：「農産物の需要と生産の長期見通し」（平成2年1月19日閣議決定

　注1平成12年度総需要量の下段（）内は、特に低廉な加工用米の供

　　　給等により需要の拡大が図られた場合である。

農
業
生
産
に
占
め
る
米
の
地
位

－
稲
作
は
日
本
農
業
の
中
心
1

　
縄
文
時
代
末
か
ら
弥
生
時
代
初

期
に
か
け
て
九
州
地
方
に
渡
米
し

た
と
い
わ
れ
る
稲
は
、
わ
が
国
の

気
候
、
風
土
に
適
し
た
作
物
と
し

て
次
第
に
北
へ
と
栽
培
地
域
を
広

げ
、
弥
生
時
代
末
期
に
は
北
海
道

を
除
く
日
本
列
島
の
各
地
で
栽
培

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
、
日
本
に
お
け
る
稲
作

は
、
二
千
年
以
上
の
歴
史
を
も
ち

私
た
ち
の
生
活
と
深
く
結
び
つ
き

な
が
ら
発
展
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
今
日
で
も
、
水
稲
の
作
付
面
積

は
総
耕
地
面
積
の
約
4
割
に
達
し

◆供　　　　　（kca

　　　　　3，00

　　　　　2，50

　　　　　2、00

q，

　　　　　1，00

　　　　　　　50

40年度

◆日本農業に占める稲作の地位（63年）

　532　　　　　　424　　　　　　1、053

303

産
出
額

う
ち
米

農
業
総
産
出
額
（
概
算
）

77｝

経
営
農
家
数

う
ち
稲
作
業

643

う
ち
稲
作
農
家
数

農
家
数

82
　
9
　
0
　
2

9

作
付
面
積

う
ち
水
面

耕
地
面
積

う
ち
水
田
面
積

％
κ
旧

50

て
お
り
　
ま
た
　
農
業
総
産
出
額

に
占
め
る
米
の
割
合
も
六
十
三
年

で
は
約
三
割
を
占
め
る
な
ど
、
稲
作

は
日
本
農
業
に
お
い
て
中
心
的
な
地

位
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
農
業
粗
生
産
額
に
占
め
る
米
の

生
産
額
の
割
合
を
地
域
別
に
み
る

と
、
北
陸
で
は
七
割
近
、
く
、
東
北

で
は
四
割
を
占
め
て
お
り
、
そ
の

他
の
地
域
に
お
い
て
も
畜
産
、
果

樹
、
園
芸
な
ど
と
結
び
つ
い
て
、

複
合
経
営
の
中
心
的
な
部
門
と
し

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
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農業の概要

（1）農家の構成、経営耕地面積など

　　　　〔1990年世界農林業センサスより「

農家の構成
農家数 専業農家 第1種兼業農家第2種兼業農家

　　戸

788

　　　戸
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畜産

農家人口

数総

3，770人

男

1，859人

女

1，911人

数総

1，022人

男

367人

女

655人

500

経営耕地面積

雛耕騰、面積 田 畑 樹園地

642ha 357ha 194ha 91ha

経営耕地面積別農家数

総農

家数

例外

規定

0，3』

未満

0．3

～
0
．
5

0．5

～
1
．
0

1．0

～
1
． 5

1．5

～
2
．
0

2．0

～
2
．
0

2．5

～
3
．0

3．0

～
3
．
5

3．5

～
4
．O

4．5

～
5
．0

788 6 126 129 276 161 62 20 5 1 0 2

果実

野菜

0
北海道　　東北　　北陸　　関東　　東海　　近畿　　中国　　四国　　九州

資料：農林水産省「生産農業所得統計」

注：米欄の数字は、農業粗生産額に占める米の生産額の割合
　（％）である。

◆水田と水の動き

（2）農業生産

主な作物は米・麦でであるが近年野菜の生

産がめざましい伸びをしめしている。特にブロ

ッコリー・スイートコーンなどの作付面積が

大巾に増加した。

作付別面積
水稲 麦 大豆 ブロツ

コll一

スイート

コーン

ミョ

ウガ

きゅ

うり

栗 キウイ ブルー

ベリー

272ha 371ha 72ha 40ha 15ha L5ha 1．6ha 46ha 3ha 4，5ha

農業粗生産額（14億円）

　　　　　　　単位100万円％

　　　　
　　曾降雨
かんがい　哲　　あ

　　　　　　ぜ砺作土，”へ一∴『　邊

態
系
の
維
持
に
役
，
了

れ
た
耕
地
で
あ
　
役
立
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
種

貯
水
機
能
を
通
　
　
の
ダ
ム
と
し
て
雨
を
］
時
的
に
貯

ん
養
源
と
な
る
　
え
、
河
川
へ
の
流
出
を
抑
え
て
下

態
系
の
維
持
に
　
流
域
の
洪
水
被
害
を
防
ぐ
ほ
か
、

髪
　
一
・
一
一
一
　
土
霧
流
出
を
防
菰
ど
里
の

殿
　
一
蜂
慧
篠
繍
諌
巖

ー
　
　
一
一
．
二
　
　
　
境
を
守
る
の
に
役
立
つ
水
田
を
維

お
　
　
　
　
　
ロ

黙
．
欝
　
欝
祭
舞
鷺
騒
嘩
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◎
慧
9
　
　
　
⊂
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誓
　
　
す

マ
　
　
　
　
　
マ

　
盤
　
一
一
㌦

　
耕
一
｝

　
甲
う

　
甲
二

⇒は
水の動き

を示して

います

1
水
田
は
生
態
系
一

　
水
田
は
、
す
ぐ
れ
た
耕

る
ほ
か
、
保
水
、
貯
水
機

じ
て
地
下
水
の
か
ん
養
源

な
ど
緑
資
源
や
生
態
系
の

　　　　；綬・
　　　　　　蕉　　　　8、、
囚　　　瀕附’”　　　水田8 憶トン
尺　　　ダγ・　　欄整絹脇4倍1

◆水田の貯水能力

米 麦類 豆類 野菜 果実 養蚕 乳用牛 豚 鶏 その他

金額 294 286 47 392 45 60 82 54 　●57 83

割合 21．O 20．4 3．4 28．0 3．2 4．2 5．9 3．9 4．1 5．9 　
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農
地
等
の
転
用
は
許
可
が
必
要
で
す
。

　
”
農
地
”
は
、
農
業
生
産
の
場

農
家
の
資
産
と
い
う
面
の
ほ
か
に
、

農
業
の
基
盤
、
地
域
の
緑
の
空
間

な
ど
地
域
社
会
の
重
要
な
資
源
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
農
地
が
無
断
転
用

な
ど
で
蚕
食
さ
れ
た
り
荒
ら
さ
れ

た
り
す
る
と
、
農
業
は
も
ち
ろ
ん

地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
に
も
支

障
を
き
た
し
ま
す
。

　
農
地
法
で
は
優
良
農
地
を
守
る

た
め
に
、
農
地
な
ど
を
転
用
す
る
際

は
、
県
知
事
ま
た
は
農
林
水
産
大

臣
の
許
可
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
，
、

　
水
田
、
畑
、
樹
園
地
な
ど
の
農
地

の
ほ
か
に
採
草
放
牧
地
も
含
ま
れ

ま
す
、
農
地
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、

現
況
に
よ
っ
て
判
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
土
地
登
記
簿
上
の
地
目
と
一

致
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

注
意
し
て
下
さ
い
。

農
地
転
用
に
は
二
種
類

　
　
が
あ
り
ま
す
〃
“

　
〈
二
ヘ
タ
タ
ー
ル
を
こ
え
る
場
合
〉

　
県
知
事
に
許
可
申
請
を
提
出
し

て
農
林
水
産
大
臣
の
許
可
を
受
け

ま
す
．
、無
断
転
用
に
は

厳
し
い
措
置
が
〃

農
地
転
用
制
度

の
あ
ら
ま
し

ω
農
地
の
所
有
者
、
耕
作
者
が

み
ず
か
ら
そ
の
農
地
を
転
用
す

る
場
合
（
農
地
法
第
四
条
）

図
農
地
の
使
用
収
益
権
を
も
た

な
い
者
が
農
地
の
所
有
者
、
耕
作

者
か
ら
借
り
受
け
、
あ
る
い
は
使

用
収
益
権
の
移
転
を
受
け
て
転

用
す
る
場
合
（
農
地
法
第
五
条
）

　
無
断
転
用
者
に
は
、
県
知
事
が

工
事
な
ど
を
中
止
さ
せ
、
も
と
の
農

地
に
復
元
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
に
従
わ
な
い
場
合
、
最

高
三
年
以
下
の
懲
役
、
百
万
円
以

下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

許
可
は
誰
が
…
？

市
街
化
区
域
の

　
農
地
転
用
は
？

農
地
転
用
と
は

①
農
地
な
ど
を
住
宅
や
工
場
な
ど
建

物
の
敷
地
、
資
材
置
場
、
駐
車
場
、

道
路
な
ど
農
地
以
外
の
用
途
に
転

用
す
る
こ
と
で
す

●
転
用
許
可
を
必
要
と
す
る
「
農

用
地
」
と
は
、

　
二
種
類
の
転
用
の
い
ず
れ
の
場

合
も
、
同
一
の
事
業
の
た
め
に
転

用
す
る
面
積
が

　
〈
二
ヘ
タ
タ
ー
ル
以
下
の
場
合
〉

　
農
業
委
員
会
に
許
可
申
請
を
提
出

し
て
県
知
事
の
噺
を
賞
け
ま
玄

　
都
市
計
画
法
に
よ
る
市
街
化
区

域
の
な
か
に
あ
る
農
地
を
転
用
す

る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
農
業
委

員
会
に
届
け
出
れ
ば
、
許
可
を
受

け
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

事
前
相
談
の
す
す
め

　
転
用
許
可
申
請
の
手
続
き
に
は
複

雑
な
部
分
も
あ
り
ま
す
の
で
、
農
業
委

員
会
に
転
用
の
あ
ら
ま
し
や
、
必
要

な
書
類
等
に
つ
い
て
相
談
を
し
て

下
さ
い
。

未
利
用
農
地

　
　
　
　
　
　
　
活
用
事
業

　
　
　
　
－
不
作
付
地
・
荒
し
作
り
の
解
消
を
ー

　
こ
の
事
業
は
埼
玉
県
の
新
た
な

農
業
施
策
と
し
て
設
け
ら
れ
た
事

業
で
す
。

　
最
近
、
兼
業
農
家
の
増
加
、
経

営
主
の
高
齢
化
の
進
行
な
ど
に
伴

い
、
耕
作
放
棄
地
が
増
加
し
て
お

り
ま
す
。
こ
う
し
た
農
地
（
畑
地
）

で
雑
草
、
桑
、
雑
木
等
が
繁
茂
し

て
、
個
人
で
は
優
良
農
地
に
復
元

さ
せ
る
こ
と
が
因
難
な
土
地
を
埼

玉
県
農
業
振
興
公
社
が
借
り
受
け
、

公
社
の
大
型
機
械
に
よ
り
抜
根
整

地
を
行
い
、
優
良
農
地
に
復
元
し

た
後
、
公
社
を
通
じ
て
経
営
規
模

を
拡
大
し
よ
う
と
す
る
中
核
的
農

家
に
貸
付
け
る
事
業
で
す
．

　
〈
事
業
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
〉

　
貸
借
期
間

　
公
社
が
借
入
す
る
期
間
は
六
年

以
上
で
す
。

●
契
約
期
間
満
了
時
に
は
公
社
が

　
責
賃
を
も
っ
て
お
返
し
し
ま
す

．
小
轍
は
標
準
小
作
料
を
も
と

に
し
た
納
得
で
き
る
金
額
で
す
。

　
事
業
費
と
負
担
割
合

　
事
業
費

　
公
社
が
行
う
抜
根
整
地
事
業
は

通
常
1
0
ア
ー
ル
当
り
四
万
円
位
で

実
施
し
ま
す
．
な
お
、
特
殊
な
条

件
等
の
場
合
は
別
途
協
議
い
た
し

ま
す
。
事
業
費
の
内
二
分
の
一
は

埼
玉
県
か
ら
補
助
さ
れ
ま
す
。

　
所
有
者
負
担

　
土
地
所
有
者
に
は
事
業
費
の
二

分
の
一
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す

　
な
お
、
公
社
に
土
地
を
貸
付
け

す
る
こ
と
に
よ
り
交
付
さ
れ
る
農

地
流
動
化
助
成
金
を
こ
の
負
担
分

に
充
当
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
実
質
負
担
分
は
極
め
て
少
額
で

す
み
ま
す
。
　
（
特
殊
の
場
合
を
除

き
所
有
者
負
担
分
は
交
付
さ
れ
る

流
動
化
助
成
金
で
ま
か
な
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
）

　
く
わ
し
く
は
、
農
業
委
員
さ
ん

又
は
、
農
業
委
員
会
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
．
、
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『
農
村
に
も
下
水
道
を
！
』

農
業
集
落
排
水
事
業
制
度
化
の
背
景
に
つ
い
て

　
従
来
、
家
庭
雑
排
水
に
つ
い
て

は
、
宅
地
内
吸
込
な
ど
で
処
理
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
近
年
生
活
様
式

の
近
代
化
に
伴
な
い
、
水
の
使
用

量
が
増
大
し
、
宅
地
内
で
の
浸
透

も
悪
く
処
理
能
力
が
不
足
し
、
現

在
で
は
道
路
側
溝
及
び
農
業
用
用

排
水
路
に
排
出
す
る
家
が
多
く
み

ら
れ
、
生
活
環
境
の
悪
化
に
加
え

農
業
用
水
の
水
質
汚
濁
も
み
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
農
業

集
落
の
家
庭
雑
排
水
及
び
し
尿
を

併
せ
て
処
理
し
、
農
業
集
落
の
生

活
環
境
を
整
備
す
る
と
共
に
、
農

業
用
排
水
の
水
質
保
全
を
は
か
り
、

農
業
及
び
農
村
の
健
全
な
発
展
を

は
か
る
た
め
に
、
農
業
集
落
排
水

事
業
が
国
に
お
い
て
は
昭
和
四
十

八
年
度
に
、
埼
玉
県
に
お
い
て
は

昭
和
五
十
九
年
度
に
、
そ
れ
ぞ
れ

制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。

●
農
叢
集
・
．
甫
排
火
雰
業
の
概
．
要
に

　
つ
い
．
’
、

　
事
業
の
概
要
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
道
路
に
埋
設
さ
れ
た
管
路
に

よ
り
、
家
庭
雑
排
水
及
び
し
尿
を

集
め
処
理
施
設
に
お
い
て
、
き
れ

い
な
水
に
処
理
し
た
後
、
農
業
用

排
水
路
な
ど
に
旋
流
す
る
と
い
う

も
の
で
あ
り
ま
す
．

●
φ
洛
排
‡
“

　
．

　
9
7
ト
ー
占
中
－
一
　
ノ
　
㌧
　
r
、

　
’
〆
ノ
　
“
亦
r
v
T
p
ー

　
㌧
　
『

　
江
南
町
で
は
昭
和
五
十
五
年
に

全
戸
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
が
、
家
庭

雑
排
水
処
理
に
つ
い
て
の
要
望
が

多
く
、
ま
た
集
落
懇
談
会
で
も
整

備
の
必
要
が
強
く
出
さ
れ
、
遅
れ

て
い
る
生
活
環
境
整
備
を
推
進
し

魅
力
あ
る
農
村
と
す
る
た
め
、
昭

和
五
十
八
年
度
に
農
業
集
落
排
水

事
業
に
着
手
い
た
し
ま
し
た
、

●
農
業
集
落
排
水
事
業
実
、
施
状
況

　
－
一
　
ノ
　
　
、
　
r
　
』

　
，
」
　
／
　
　
㌧
　
　
下

　
江
南
町
に
お
き

ま
し
て
は
、
既
に

三
ヵ
所
の
処
理
施

設
が
供
用
を
開
始

し
、
現
在
順
調
に

稼
動
い
た
し
て
お

り
ま
す
、

　
上
新
田
地
区
に

つ
き
ま
し
て
は
昭

和
六
卜
一
年
に
、

紫
・
毛
代
地
区
の
一

部
に
つ
き
ま
し
て
は

昭
和
六
十
二
年
に
、

千
代
地
区
に
つ
き

ま
し
て
は
昭
和
六

十
三
年
に
そ
れ
ぞ

れ
供
用
開
始
い
た

し
ま
し
た
、
．

　
樋
春
地
区
（
樋
春
北
及
ぴ
下
押

切
）
及
び
板
井
地
区
に
つ
き
ま
し

て
は
、
現
在
工
事
実
施
中
で
あ
り

須
賀
広
地
区
及
び
塩
地
区
（
塩
及

び
小
江
川
の
一
部
）
に
つ
き
ま
し

て
は
、
今
年
度
よ
り
工
事
着
工
い

た
し
ま
す
。
、

　
ま
た
、
三
本
地
区
（
三
本
及
び

上
押
切
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今

年
度
新
規
採
択
さ
れ
、
調
査
・
測

量
・
設
計
を
実
施
い
た
し
ま
す
、事実施

幽撫



カメラリポート

体育祭当日役員によるグランド整備

婦人学級

　9月19日、婦人学級生30人が

参加し、ソフトバレーボール教

室が町民体育館で開催されまし
た。

　これは誰にでもできる軽スポ

ーツということで話題をあつめ

そうです。

qD
写真でみる体育祭

離撒

なかなかうまく入らないものですね。 じょうずでしょう！ノ



●

議会議員

ソフトボール大会

　10月2日（火）、江南町運動公園

で、第15回埼玉県町村議会議員

親善ソフトボール大会が開催さ

れました。

　さすがに、各地区を勝ち抜い

てきたチームだけあり、熱戦の

連続でした。開催チームとして

参加した江南町議会チームは、

健闘むなしく1回戦で惜敗して

しまいました。

高齢者のための

　楽し教室

　9月27日、高齢者学級生77人

が参加して県内施設めぐりが行

われました。長瀞自然史博物館、

三峰神社、札所などのコースを

見学し、楽しいひとときを過ご

しました。

鷲
響
・
輝
、

、艶

字別リレー蟻この力強い走り” わたしのパンがない？

趨
「
、
噌
幽
概
、
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卓
球
・
バ
ト
ミ
ン
ト
ン

　
九
月
二
日
、
大
里
郡
町
村
対
抗

卓
球
大
会
と
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
大
会

が
江
南
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
好
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ

る
中
で
江
南
町
チ
ー
ム
は
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
で
み
ご
と
優
勝
し
、
卓

球
も
準
優
勝
し
ま
し
た
。
大
会
の

結
果
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
．

▼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
一
回
戦
不
戦
勝
大
里
村

　
準
決
勝
　
五
対
○
　
妻
沼
町

　
決
　
勝
　
三
対
二
　
岡
部
町

●
出
場
選
手

　
男
子
ダ
ブ
ル
ス
　
岩
間
　
好
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
大
石
　
昌
之

　
　
　
　
　
　
　
　
ト
部
　
利
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
荻
原
　
　
悟

　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
　
宮
沢
千
恵
子

　
　
　
　
　
　
　
　
小
出
の
り
子

　
　
　
　
　
　
　
　
関
ロ
ヒ
サ
子

　
　
　
　
　
　
　
　
若
林
　
洋
子

　
混
合
ダ
ブ
ル
ス
　
高
橋
　
良
典

　
　
　
　
　
　
　
　
持
田
　
敦
子

▼
卓
　
球

　
準
決
勝
四
対
一
大
里
村

　
決
　
勝
　
二
対
三
　
花
園
町

●
出
場
選
手

　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
小
沢
　
信
之

　
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
前
川
キ
ミ
子

男
子
ダ
ブ
ル
ス

女
子
ダ
ブ
ル
ス

混
合
ダ
ブ
ル
ス

飯宮古小前鈴
塚城橋林川木

恭修和珠圭義
子一子子司雄

ス
ポ
↓
蟄

　
九
月
九
日
と
十
五
日
の
二
日
間

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者
を
対
象

に
認
定
指
導
員
養
成
講
習
会
が
町

民
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
講
習
会
は
、
指
導
員
の
資

格
を
取
得
す
る
た
め
の
も
の
で

四
十
四
人
が
参
加
し
て
熱
心
に
受

講
し
ま
し
た
。

　
写
真
は
、
体
力
テ
ス
ト
の
実
技

講
習
の
様
子
で
す
。

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
十
月
三
日
　
高
齢
者
・
婦
人
学

級
生
合
同
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

が
運
動
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
　
百
五
人
の
み
な
さ
ん

が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
な
ご
や
か

な
雰
囲
気
の
中
、
楽
し
い
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
結
果
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

〈
高
齢
者
学
級
〉

（
優
勝
）
萩
原
能
成
（
準
優
勝
）

新
井
ニ
ニ
三
位
）
笠
原
理
智
子

〈
婦
人
学
級
〉

（
優
勝
）
須
永
作
子
（
準
優
勝
）

大
場
公
子
（
三
位
）
細
井
和
子

今
月
の
ス
ボ
ー
ツ

　
ニ
日
　
日
本
ス
リ
ー
デ
ー
マ
ー

～
四
日
　
チ
（
（
三
日
、
文
殊
寺

　
　
　
　
通
過
コ
ー
ス
）

一
一
日
　
町
民
ウ
ォ
ー
タ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
大
会

　
　
　
　
　
（
町
内
コ
ー
ス
）

二
三
日
　
町
民
歩
け
歩
け
大
会

二
五
日
　
秋
季
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー

　
　
　
　
ル
大
会

　
　
　
　
（
町
民
体
育
館
）
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●

目
や
上
肢
の
ご
不
自
由
な
人
に

無
料
で
電
話
番
号
を
ご
案
内

　
目
や
上
肢
な
ど
が
ご
不
自
由
な

た
め
に
電
話
帳
の
使
用
が
因
難
な

人
に
つ
い
て
は
、
　
「
無
料
番
号
案

内
」
の
申
し
込
み
を
N
T
T
へ
す

れ
ば
、
無
料
で
番
号
案
内
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
無
料
番
号
案
内
を
ご
利
用
い
た

だ
け
る
人
。

■身体障害者手帳を持ちで、つぎ

　のいずれかの障害のある人。

区　　　分 身体障害者等級表による級別

視　覚　障　害 1～6級
肢体不自由（上肢、体

幹、乳幼児期以前の非

行性の脳病変による運

動機能障害）

1、2級

■戦傷病者手帳をお持ちで、つぎ

　のいずれかの障害のある人。

区　　　分 障害の程度

視力の障害 特別項症～第6項症

上肢の障害 特別項症～第2項症

●
申
し
込
み
方
法

　
N
T
T
の
支
店
、
営
業
所
窓
口

へ
所
定
の
申
込
用
紙
で
、
直
接
お

い
で
に
な
る
か
、
ま
た
は
郵
送
で

申
し
込
む
。
申
込
用
紙
は
N
T
T
、

輻
祉
事
務
所
な
ど
に
あ
り
ま
す
。

　
な
お
詳
し
い
こ
と
は
、
局
番
無

し
の
二
六
番
へ
問
い
合
わ
せ
し

て
く
だ
さ
い
。

「
障
害
者
の
日
」

記
念
の
つ
ど
い

　
十
二
月
九
日
は
「
障
害
者
の
日
」

で
す
。
県
で
は
こ
れ
を
記
念
し
、

障
害
者
の
社
会
へ
の
「
完
全
参
加

と
平
等
」
の
実
現
を
め
ざ
し
て
記

念
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
　
時

　
　
十
二
月
八
日
（
土
）
十
三
時

　
三
十
分
～
十
六
時

■
場
所
・
内
容

　
　
作
文
表
彰
、
講
演
、
ふ
れ
あ

　
い
コ
ン
サ
ー
ト
（
ボ
ニ
ー
ジ
ャ

　
ッ
タ
ス
ほ
か
）

　
熊
谷
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
写
真
展
、
福
祉
機
器
展
、
体

　
験
コ
ー
ナ
ー
、

　
J
R
熊
谷
駅
自
由
通
路

■
問
合
せ

　
　
県
障
害
福
祉
課

　
奮
〇
四
八
ー
八
二
四
－
二
一
一

　
一
　
内
線
二
五
三
二

　
　
9

精
神
薄
弱
者
相
談
員
に
小
林
さ
ん

　
埼
玉
県
精
神
薄
弱
者
相
談
員
に

小
林
武
雄
さ
ん
（
住
所
　
大
字
樋

春
二
〇
七
四
番
地
一
一
三
）
が
、
八

月
一
日
付
で
県
知
事
か
ら
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

　
精
神
薄
弱
者
相
談
員
と
は
、
社

会
奉
仕
の
精
神
に
基
づ
き
、
精
神

薄
弱
者
の
更
生
援
護
に
関
し
相

談
に
応
じ
、
助
言
、
指
導
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
各
福
祉
関
係
機
関

と
連
絡
を
と
り
合
っ
て
精
神
薄
弱

者
の
福
祉
増
進
の
た
め
に
活
動
し

て
い
る
人
で
す
。

　
電
話
番
号
は
三
六
－
一
八
七
六

）

へ
（

（
（

｝

）

児童扶養手当の認定請求

に期限が設けられました

　児童扶養手当は、18歳未満の

児童をもつ母子家庭の母又は、

母子家庭の母にかわって児童を

養育している人に支給される手
当です。

　昭和60年の法改正に伴い、昭

和60年8月1日以降に児童扶養
手当の支給要件に該当する　請

求すれば認定される状態のこと

に至った人については、支給要

件に該当した日から5年を経過

した場合は、正当な理由がある

ときを除き認定の請求ができな

くなります。

　言羊しくはf主民言果福案止係

盈36－1521　内線224
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と
　
見

　
　
さ嵩
〆
発

、
・
“
再
　
「
樋

　
樋
春
ど
書
い
て
“
ひ
は
る
”
と

読
み
ま
す
。
荒
川
の
南
側
に
広
が

る
水
田
地
帯
で
町
の
穀
倉
地
帯
の

ひ
と
つ
で
す
。
家
々
は
微
高
地
と

な
っ
て
い
る
自
然
堤
防
上
に
集
り

河
辺
の
集
落
の
た
た
ず
ま
い
を
よ

く
残
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
熊
谷

大
橋
、
県
道
武
蔵
丘
陵
森
林
公
園

広
瀬
線
が
通
り
交
通
の
要
所
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
明
治
五
年
二
八
七
二
年
）
維

新
政
府
は
新
行
政
策
を
発
令
し
、

名
主
、
庄
屋
を
廃
し
て
戸
長
（
町

村
長
に
当
る
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

当
時
の
樋
口
村
と
春
野
原
村
は
、

旧
村
の
名
を
互
い
に
一
文
字
づ
つ

取
り
、
古
い
土
地
の
由
来
を
新
し

い
地
名
の
中
に
残
し
た
の
で
す
。

「
樋
春
」
の
地
名
は
こ
こ
に
誕
生

し
ま
し
た
。

　
樋
口
は
文
字
ど
お
り
樋
（
用
水

管
）
の
口
（
取
水
口
、
水
門
）
の

あ
る
場
所
か
ら
起
っ
た
地
名
で
す
。

現
在
も
生
き
る
吉
見
用
水
の
水
脈

に
は
い
く
つ
か
の
取
水
口
が
あ

り
ま
し
た
。
樋
口
は
現
在
の
熊

谷
大
僑
の
場
所
に
あ
り
、
万
吉
堰

地
名
は
語
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

春
」
　
　
第

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

樋
口
に
は
荒
川
対
岸
の
広
瀬
に
渡

る
渡
舟
場
が
あ
り
、
交
通
の
要
に

も
当
っ
て
い
ま
し
た
。
慶
長
九
年

（
一
六
〇
四
年
）
甲
斐
武
川
衆
の

知
行
地
と
な
っ
た
記
録
が
樋
口
の

最
古
の
記
録
で
す
。

　
（
江
戸
時
代
、
万
治
三
年
（
一

六
六
〇
年
）
春
野
原
村
は
樋
口
村

か
ら
分
村
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
春
野
原
の
地

名
の
意
味
は
良
く
判
り

ま
せ
ん
が
、
春
の
よ
う

に
緩
や
か
な
土
地
だ
と

い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

現
在
は
日
本
第
二
位
の

古
さ
（
安
貞
二
年
、
一

二
二
八
年
）
を
持
つ
春

野
原
山
真
光
寺
の
扁
額

に
み
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。　
春
野
原
は
江
南
町
で

最
も
古
く
所
在
の
確
め

ら
れ
る
地
名
で
す
。

江
南
地
方
を
領
地
と
し

て
い
た
畠
山
重
忠
の
未

亡
人
は
北
条
氏
噸
で

あ
っ
た
の
で
北
条
氏
と
近
い
足
利
　

義
純
と
再
婚
し
、
畠
山
の
家
名
と
葺
》
う
を
勘

領
地
を
受
け
継
ぎ
ま
し
た
。
貞
応
嚇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
踊

三
年
（
一
二
二
四
年
）
の
譲
状
（
嚇

相
続
書
類
に
当
る
）
に
み
え
る
怨
　
俳
句
会
⑰

名
が
「
す
ん
の
は
ら
」
で
春
野
原
晒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇

に
当
り
ま
す
。
こ
の
記
録
は
「
正
｝
芝
生
踏
む
感
触
た
の
し
秋
の
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

木
文
書
」
と
呼
ば
れ
鎌
倉
時
代
の
輯
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
部
　
正
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

江
南
町
に
関
す
る
唯
一
の
も
の
で
榊
時
計
台
音
も
静
か
な
秋
の
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊

す
。
鎌
倉
時
代
末
頃
に
は
足
利
氏
樋
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
慎
治
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

と
同
族
の
新
田
氏
の
領
有
地
と
な
帽
ど
ん
ぐ
り
の
は
か
ま
に
水
溜
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

り
、
代
官
岩
松
氏
が
、
　
「
春
野
原
踊
た
り
　
　
　
　
　
　
宅
森
　
清
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

荘
万
吉
郷
」
に
住
ん
だ
よ
う
で
す
。
脳
秋
雨
に
音
な
く
濡
れ
る
芝
生
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幅
　
　
　
　
　
　
　
瀬
山
　
芳
久

．
リ

ト

．
ほ
ら
と
ん
だ
追
は
れ
て
ど
こ
へ
赤

据
ぞ
ん
ぼ
　
　
関
口
文
一
二
郎

｛
天
高
く
句
会
の
友
の
顔
な
ら
び

幅
帖
　
　
　
　
　
　
吉
沢
猪
祐

幅
サ
ル
ビ
ヤ
の
燃
え
て
歩
道
を
明
る

属｛
う
す
　
　
　
　
　
　
新
井
　
加
津

｛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
ー
べ

｛
長
寿
酒
満
た
し
て
み
た
き
大
瓢

｛
　
　
　
　
　
新
沢
直
江

｝
吟
行
の
歩
を
留
め
た
萩
の
草

｛

｝
　
　
　
栗
和
子

㎜
秋
寒
し
ミ
ニ
s
L
は
糠
の
軒

噌、
秋
し
ぐ
れ
歩
を
ゆ
る
め
つ
つ
園
に

｛砺
入
る
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
花
枝

へ

増
時
雨
日
に
句
会
豊
か
に
勢
揃
い

踊｝
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ひ
さ

｝

時
計
塔
白
く
く
っ
き
り
秋
農
園

　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
久
枝

句
手
帳
に
木
犀
の
香
を
た
た
み
込

む
　
　
　
　
　
　
　
中
島
　
文
恵

吟
行
の
ふ
と
歩
を
止
め
し
金
木
犀

　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
ト
モ
子

五
穀
の
塔
い
わ
れ
聞
き
お
り
初
時

雨
　
　
　
　
　
　
松
本
　
と
よ

幼
な
日
の
母
の
背
中
や
赤
と
ん
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
飯
塚
　
洋
子

秋
の
棚
身
を
ゆ
だ
ね
居
る
大
ふ
く

べ
　
　
　
　
　
　
　
古
谷
　
ま
つ

入
院
の
夫
見
送
る
萩
の
道

　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
津
千
代

竜
胆
に
足
を
留
め
い
し
二
人
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
沢
田
乃
芙
子

公
園
の
雨
に
打
た
れ
し
萩
の
花

　
　
　
　
　
　
　
小
鹿
原
そ
の
子

雲
低
く
雑
木
林
の
秋
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
政
男

、屡戸
ラ
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埼玉県農林公園催物（11月・12月）

農林学級花き園芸講座
開催日 時　　間 内　　　容 開催日 時　　間 内　　　容

11／ 午後1時30分 草木染（ハンケチづくり） 11／14日㈱ 午前10時 農村文化体験（かかしコンタ

8日困 費用1，500円 一ル表彰式）

13日（火） 午後1時30分 鉢物の上手な冬の管理 17日（土） 午前10時 木工教室（びょうぶづくり）

15日休） 午後1時30分 雑木盆栽の手入れ 18日（日） 午後1時30分 農村文化体験（わら帽子）

21日㈱ 午後1時30分 五分で出来る押し花づくり 21日㈲ 午前10時 料理教室（お茶を使った料理）

26日（月） 午後1時30分 果実酒づく1）の基礎 25日（日） 午前10時 木工教室（すのこづくり）

29日休） 午後1時30分 冬に向かっての庭木の手入れ 28日困 午前10時 料理教室（やまいも料理）

12／6日㈲ 午後1時30分 家庭果樹のせん定 12／5日㈱ 午前10時 料理教室（鯉料理）

8日仕） 午後2時 農業体験（キャベツの収穫）
■申込み 川本町大字本用5768－1

9日（日） 午前10時 農業体験（キャベツの収穫）
◎花き園芸講座 費83－2841

9日（日） 午後！時30分 木工教室（タリスマスツリー
◎農林学校 智83－2301

飾り用型抜き）

■申込み　川本町大字本用5768－1

◎花き園芸講座　費83－2841

智83－2301◎農林学校

過
激
派
の
秘
密
ア
ジ
ト

発
見
に
ご
協
力
を
！

　
最
近
、
過
激
派
が
時
限
式
発
火

装
置
を
使
用
し
て
無
関
係
の
人
を

焼
死
さ
せ
た
り
、
威
力
の
強
い
複

数
の
爆
発
物
を
爆
発
さ
せ
、
多
数

の
人
に
重
傷
を
負
わ
せ
る
な
ど
人

の
命
を
狙
っ
た
個
人
テ
ロ
事
件
を

引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
今
年
は
、
十
一
月
に
予
定

さ
れ
て
い
る
「
即
位
の
礼
」
　
「
大

嘗
祭
」
を
何
が
何
で
も
粉
砕
す
る

と
呼
号
し
て
過
激
な
「
テ
ロ
、
ゲ

リ
ラ
」
を
繰
り
返
す
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　
警
察
で
は
、
こ
の
よ
う
な
過
激

派
に
よ
る
「
テ
ロ
、
ゲ
リ
ラ
」
を

防
ぐ
た
め
に
秘
密
ア
ジ
ト
の
摘
発

や
秘
密
部
隊
員
の
検
挙
に
全
力
を

挙
げ
て
い
ま
す
。
　
「
こ
と
さ
ら
部

屋
の
出
入
り
の
と
き
に
周
囲
を
警

戒
し
て
い
る
人
、
建
物
や
電
話
線

な
ど
の
配
線
の
状
況
や
道
路
の
状

況
を
調
べ
て
い
る
様
子
が
、
ど
こ

か
お
か
し
い
人
」
な
ど
を
見
か
け

た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
●
連
絡

先
熊
谷
警
察
署
智
一
二
I
O
O
四

二
・
極
左
暴
力
集
団
一
一
〇
番

餐
〇
四
八
ー
八
二
四
－
四
六
四
九

◎
十
一
月
の
土
曜
閉
庁
日
　
十
一
月
十
日
㈹
・
二
十
四
日
出
は
役
場
は
休
み
で
す
。

9
お
誕

　
　
　
　
チ
ア
キ

　
半
沢
　
千
明

　
　
　
　
ケ
イ
ス
ケ

　
鯨
井
　
啓
介

　
　
　
　
セ
イ
ラ

　
金
剛
丸
星
来

　
　
　
　
マ
サ
キ

　
島
田
　
政
輝

　
　
　
　
　
マ
イ

成
　
　
沢

三
　
　
本

押
　
　
切

樋
　
　
春

仲
田
滝
田
馬
場
柴
原
若
林

　
舞
メ
グ
ミ

　
恵
チ
　
サ

千
紗

ノ
ノ
ハ
月
葉
カ
オ
ル

　
薫

長長長二長　二長　二　長
女女女女女　男女　男　女

生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　
　
（
撒
継
輪
）

〔
九
目
中
届
出
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ロ
ユ
キ

　
　
　
　
　
　
福
島
　
寛
之
　
長
男

　
（
健
二
）
　
野
　
　
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ス
ク

　
　
　
　
　
　
木
村
　
　
匡
　
二
男

　
（
芳
男
）
　
小
江
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
ナ

　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
香
菜
　
三
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ョ
ミ

（
雅
憲
）

（
文
延
）

（
剛
）

（
秀
夫
）

（
昇
）

（
智
）

（
正
喜
）

御
正
新
田

十
一
月
十
二
日
（
即
位
礼
正
殿

の
儀
の
行
わ
れ
る
日
）
は
役
場

は
休
み
と
な
り
ま
す
。

　
即
位
礼
正
殿
の
儀
の
行
わ
れ
る

日
（
即
位
礼
の
日
）
を
休
日
と
す

る
法
律
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
十
一
月
十
二
日
（
月
）
は
、
役

場
は
休
み
と
な
り
ま
す
。

　
亀
井
　
聖
美

　
　
　
　
タ
カ
ヒ
ロ

　
井
上
　
恭
宏

千
　
　
代

　
　
　
　
ユ
ウ
ヘ
イ

　
佐
々
木
侑
平

　
　
　
　
コ
ウ
ヘ
イ

　
野
原
　
光
平

パ
ー
ク
シ
テ
ィ

　
　
　
　
タ
カ
ヒ
ロ

　
野
口
　
貴
弘

　
　
　
　
チ
ヒ
ロ

　
山
田
　
千
尋

長長　二長　長二
女男　男男　男女

（
豊
）

（
功
）

（
清
）

（
政
俊
）

（
和
久
）

（
和
敏
）

（
正
美
）

（
政
樹
）

（
政
夫
）

人のうごき

十28

十10

十18

十18

　　　10月1日現在

人　口　　11，741人

　男　　　5，793人．

　女　　　5，948人

世帯数　　3，242
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i　　ぼしゆう　　i蓉禦擶血器霧藻ター　i鴨物健農ゼミナー，レ　　i

i暴力追放・薬物乱用防止1　もよおし　i：錫輸難蝉限定）i

iの標語募集　　　　　：

：■題　 材　　　　　　　 ：
i・暴力団の追放に関するもの　　1

：・覚せい剤など薬物乱用防止に　1

：　関するもの

：■応募要領

1・郵便はがきで投稿してくださ　l

I　　い
ロ　　　　　　　の

：・1枚に数編を記載可　　　　　：

●　　・住所・氏名・年齢（学生、生　　　　　　　　　　　一

第3回さいたま特産

フェスティバル

：・ゲートボール大会（地元有志）1

：■間合せ　　　　　　　　：
：　動物指導センター指導課　　　：

・　　　費36－2465　　　　　　　　　　　　　　　　　1

徒は学校名、学年）を記載し　：産業の現状や未来についての情1趣味をいかした教養的な作品の

：　てください。

1■締切日
1　11月30日（金）

i■送付・問合せ

i　防止センター

：　費048－834－2140

　都市（まち）と農村（むら）　：

：を結ぶ緑の祭典、第3回さいた：

iま特産フェスティバルが11月10i
　日（土）・11日（日）の2日間、川本町l

iの埼玉県農林公園で開かれます。i

　当日は、県内各地の農畜産物・：

i特産物の展示貝院．県内農林水i

1報展示、農業高校展、木工工作：展示（第1部〉

〒336浦和市高砂3－15－1

（財）埼玉県暴力追放・薬物乱用1す。

環境保全論文募集

　県では、環境保全活動に対す

iる意識の高揚を目的として、論
i文を募集します。

i■テーマ
i　地域におけるこれからの環境

　1　保全活動
qD・募集期間
　：　12月10日（月）

　i■問合せ

i展、岩手県特産品コーナー、フ

iアミリー広場では熱気球の係留
1飛行、子供プレイランドなど、

i多彩な催し物が予定されていま

：

：

i■日　時
i　12月15日（土）

i■場　所

i■日　時
：　11月10日（土）～11日（日〉

：■場　　所

1　埼玉県農林公園

：　　能と狂言の世界

埼玉県環境管理課環境調整係i■演

智048－824－2111内線2413

i日赤血液センター

i看護婦募集
i　　　　（業務拡張により）i■問合せ

午後6時

：　埼玉県熊谷会館

i■入場料
i　S4，000円　A3，000円

l　B2，000円

　　　　目
：　狂言（和泉流）　二人袴

i　　　　　　野村万作
1　能（観世流）　　葵　上

i　　　　　　梅若六郎

1■勤務地　　　　　　　：
i　熊谷赤十字血液センター　　　i

l■職　種　　　　　　 i
i　看護婦・准看護婦（正規・パート）i

i■募集人口　　　　　　、
：　若干名　　　　　　　　：

1■業　務　　　　　　　’
：　採血業務　　　　　　　　：

：■問合せ　　　　　　　　1

埼玉県県民部自治文化課

費048－824－2111内線2081

県民の日　施設公開

：■日　　時

　11月14日休）　9時～15時

：■場　 所

　江南町大字板井123

　埼玉県動物指導センター

i福祉の市（第2部）

i展示即売（第3部）

1表（第4部）

i5部）からなってお1）会場も、

　第11回　　　　i
　　江南町文化祭　　　i

　11月17日（土）～18日（日）　　1

本年も文化祭を11月17日、18i

日の2日間開催いたします。　　：

みなさんの日常生活における　i

　　　　　、福祉バザール・1

　　　　　　、農産物のi
　　　　　　、芸能の発1
　　　　、健康まつり（第i

：例年どおり複合施設・町民体育　l

i館となっております。　　　　　i

1　くわしくは、区長さんをとお　i

iしお知らせします。　　　　　i

そうだん

行政相談
：■日　時

1　11月27日（火）

i　午前9時30分～正午まで

i■場　所
i　勤労福祉センター第2研修室：

i■内　容　　　　　　　1
：　行政への不満など　　　　　　：

iロ問合せ　　　　　　　i
i　総務課　内線227　　　　　　i

i　　心配ごと相談　　　i

：■日　　時　　　　　　　　：
i　11月13日（火）・11月27日（火）　　i

i　午前9時30分～正午まで　　　i

l■場　　所　　　　　　　　：
i　勤労福祉センター第2研修室i

：■内　容　　　　　　　l
i　日常生活での悩みごと　　　i

i■問合せ　　　　　　　l
l　社会福祉協議会　内線252　　1
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